
                                                                                                               

校長 安部 貴史 

校庭の木々が色づき、落ち葉の舞う時期になりました。立冬が過ぎ、冬に向かっていきます。 

11 月は、インフルエンザの流行があり、本校も学級閉鎖を行いました。早く、流行が収まるよう、

手洗い、換気等、できることをしているところです。そうした中ですが、大きな行事後、学級や学年

で学習を進めてきた 11月でした。 

２学期の最後の月に入ります。学校においては、学期のまとめの月です。そして、年のまとめの月

でもあります。そのために、日常の学習活動で取り組んできたことを振り返り、成長したことや課題

を整理していきます。 

二学期は、大きな行事として、９月に「鶴二祭」、10 月に「運動会」がありました。こうした大

きな行事は、培ってきた力を発揮する場です。それを支えているのが、日常の教科等の学習である、

学校生活での活動です。日々の生活でやるべきことを行うこと、挑戦していくことを地道に取り組ん

できたことが、大きな力となって行事の中では発揮されていました。 

また、日常の学習活動においても、知識や技能、考える方法等を学んでいます。こうした活動は、

うまくできた、できないということを超えて、やったことすべてが学びになるものです。 

現在、東京では聴覚に障害のある方たちが世界から集う「デフリンピック」が行われています。日

本の選手の方たちの活躍が聞こえてきますが、選手たちは障害の有無に関係なく、自ら挑戦すること

をあきらめずに、日々の練習に取り組み、そして、成果を出しています。しかし、メダルがどうとい

うよりは、やり切った後の選手たちの清々しい姿が印象的です。 

思っていた通りになったこと、ならなかったこと、どちらも子どもたちの学びです。そうしたこと

を受け止め、整理し、学びの価値を自覚していけるように指導していきます。ご家庭でも子どもたち

の成長を認め励ましていただければ幸いです。今月も引き続き、教育活動へのご理解とご協力をよろ

しくお願いします。 

最後になりますが、二学期の教育活動に対してご協力をいただき、ありがとうございました。 
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第９号 

【保護者会】 
１年生   １２月 １日（月）14:30 より ２年生 １２月 ３日（水）14:30 より 

３年生   １２月 ５日（金）14:30 より ４年生 １２月 １日（月）14:30 より 

５年生   １２月 ３日（水）14:30 より ６年生 １２月 ５日（金）14:30 より 

なかよし学級 １２月 ２日（火）14:30 より 

学期末の保護者会です。成長を確認し、また、３学期に向けてのお話、子どもたちについての情報

交換ができればと考えています。お忙しい中とは存じますが、ご出席くださるようお願いします。 

【転出入の情報がある場合は、お知らせください】 
2026 年度に向かっての準備を学校も進めております。その一つとして、学級数を確定するために、

児童数を把握することが必要となります。別途お知らせを発出します。 

新年度までに転居等で転出の予定があるご家庭、また、お知り合いで本校に転入の予定があるなど

の情報がありましたら学校までお知らせください。ご協力をよろしくお願いします。 

【二学期の通知表について】 
昨年度より、２学期の通知表については、各教科等の評価をお伝えしますが、所見については記載

しておりませんのでご承知おきください。個人面談において、お子様の状況についてはお知らせして

おりますが、面談の有無にかかわらず、ご相談などがある場合には、担任までお知らせください。 

なお、通知表は、今のところの学校生活の中で発揮されたものをお知らせするものです。児童の成

長のためのものです。学校とご家庭、その他の多くの目で子どもたちの成長をみつめ、それぞれの役

割で働きかけていくことが大切です。ご家庭でも認め励ましていただけると幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みどりの教室（なかよし学級）】 
１１月２７日、２８日の２日間、なかよし学級で愛川町方面、藤野等に行ってきました。自然の中で、

友達と共に活動すること、力を合わせること、一人一人ががんばることができました。 

保護者の皆様には、準備等、ご協力いただきありがとうございました。 

【１２月の目標 等】 

＜生活の目標＞   「二学期の生活をふりかえろう」     

みんなが気持ちよく生活するために何をするとよかったのかを考えましょう。 

自分や友達の成長したところ、よかったところを確認しましょう。 

＜保健の目標＞   「じょうぶな体を作ろう」       

体育や外遊び等で体を動かすときには、動かし、休む時には休んでバランスのよい生活をしましょう。 
＜給食の目標＞   「食後は、静かにすごしましょう」 

食事をとった後、静かにすごすことが、健康的に栄養を取り入れることにつながります。食後の過ご

し方を考えましょう。 

【地域防災訓練】 １１月１５日（土） 
５・６年生が参加しました。地域の方と、救急救命のための AED の使用や応急処置のやり方、起震車体

験、災害時のトイレの体験、炊出し等、災害等が起こったときへの対応について、体験を通して学びまし

た。常に意識を高めることが大切なことを実感しました。子どもたちは、地域の大きな力です。 

【体力調査の結果】 
体力調査は、毎年度５月から６月に実施しています。「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反復横

とび」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」「立幅跳び」「ボール投げ」を行います。 

今年度も全体としてみると全国、都の平均と同程度です。以下、本校の傾向として見られたものです。 

・「立ち幅跳び」「反復横跳び」は、東京都の平均と比べ低い傾向。 

・「上体起こし」「握力」は、東京都の平均に比べやや高い傾向。 

・睡眠時間は、学年が上がるにつれて短くなっている。 

・視力は、学年が上がるにしたがって悪くなる傾向。 

 小学校においては、体育の指導や日常の運動経験が大切です。学校においては、体を動かす楽しさを味

わうことを大切に、体育の指導においてもこうした動きを取り入れていく等、取り組んでまいります。個

々の結果については、保護者会以降に配布する予定です。ご家庭でも生活習慣の部分については、お子さ

んと確認することをしていただけると幸いです。 

【2026 度に向けて 学校評価アンケート調査】 
次年度に向けて、学校の取組についての調査を実施します。取組が見える部分と見えにくい部分がある

かとは存じますが、日頃のお子さんの様子も含め、率直な評価をいただけると幸いです。次年度の教育活

動の改善への参考とさせていただきます。１２月初旬に改めてお知らせします。ご協力ください。 

【運動会へのご意見について】 
多くの子ども達の演技や競技への励ましをいただきました。ありがとうございました。 

紅白対抗の形も久しぶりということですが、子どもたちのがんばりにつながったとのお声もいただきま

した。もう少し得点種目があればとのお声もいただきました。 

演技については、個々の子どものがんばりを認めていただいていました。花笠音頭やエイサー等、その

学年で行うことが多い演技への思いもいただきました。子どもたちの体育的な部分での成長を表現するこ

とができる演目を教員が考え、学年に応じて子どもたちの思いも入れながら実施していますが、今後は、

今まで以上に子どもたちと相談しながら行っていくことを大切にしていきたいと考えています。 

運営面については、延期の際の判断や、児童の指導を中心に動いているため、失礼がありましたらお許

しください。いただいたご意見は、受け止めさせていただき、改善につなげてまいります。 

【連合音楽会（５年生）】 
町田市民ホールで市内の小学校が集って合唱や合奏等を見合います。本校は、１２月１０日の会に参加

します。自分たちのよさ、他の学校の子どもたちのよさを感じられる機会となればと思います。 

【新たな学校づくり】 
町田市では、学校統合に向けて子どもたちの意見を聞く場として「子ども向けご意見フォーム」を作成

しています。児童には、タブレット PC のクラスルームにブックマークを貼っており、周知したところです。  

本校も 2028 年度に閉校し、2029 年度より新校として出発します。新たな学校づくりに対して、前を向

いて進んでいけるようにしていきたいと考えています。 


